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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。平

成
15
年
の
す
が
す
が
し
い
新
春
を
、
ご

家
族
お
揃
い
で
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め

関
係
各
位
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ

り
ま
し
て
、
節
目
と
な
る
阿
久
根
市
制
施
行

50
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
様
々
な
記
念
事
業
を

開
催
す
る
な
か
か
ら
、
こ
れ
ま
で
本
市
が
歩

ん
で
き
た
経
験
と
資
源
を
改
め
て
再
認
識
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
先
人
へ
の
感
謝
と

さ
ら
に
未
来
に
向
け
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
こ
の
50
周
年
を
お
祝
い

し
て
参
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
盛
ん
に
議
論
を
重
ね

て
参
り
ま
し
た
並
行
在
来
線
川
内
〜
八
代
間

の
鉄
路
存
続
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ

ま
の
強
い
後
押
し
と
沿
線
地
域
の
強
い
思
い

が
一
つ
に
な
り
第
３
セ
ク
タ
ー
会
社
『
肥
薩

お
れ
ん
じ
鉄
道
』
が
昨
年
10
月
31
日
、
正
式

に
発
足
す
る
に
至
り
、
平
成
16
年
春
の
開
業

を
目
指
し
本
格
的
に
動
き
始
め
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
社
名
の
と
お
り
沿
線

特
産
品
の
柑
橘
類
に
ち
な
み
オ
レ
ン
ジ
色
に

明
る
い
未
来
と
希
望
を
託
し
て
、
風
光
明
媚

な
沿
線
地
域
の
貴
重
な
交
通
手
段
・
共
有
財

産
と
し
て
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し

英
知
を
結
集
し
な
が
ら
、
経
営
の
安
定
化
を

図
り
大
切
に
育
て
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
環
境
問
題

に
つ
い
て
は
世
界
的
規
模
で
議
論
や
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
21
世

紀
は
環
境
世
紀
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
環
境
問
題

に
つ
い
て
は
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
昨

年
４
月
に
『
阿
久
根
市
リ
サ
イ
ク
ル
計
画
』

事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
と
関
係
者
の
ご
尽
力
を
も
っ
て
順
調

に
事
業
も
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
事
業
の
目
的
で
あ
る
「
ご
み
減
量
」

と
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
浸
透
が
図
ら
れ
達
成

さ
れ
る
こ
と
は
、
本
市
が
本
来
持
っ
て
い
る

豊
か
な
自
然
を
子
孫
に
引
継
ぎ
市
民
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
ま
ち
に
誇
り
を
持
ち
心
豊
か

に
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
第
一
歩

に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
今
後
も
引
続
き
皆
さ
ま
に
は
大
変
な
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
「
自
然
と
人
が
共
生
す
る

ま
ち
」
阿
久
根
を
創
造
す
る
市
民
と
し
て
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

現
在
、
わ
が
国
の
地
方
を
巡
る
動
き
が
風

雲
急
を
告
げ
て
い
る
現
状
に
あ
り
、「
自
立

し
た
地
方
に
」「
地
域
に
競
争
を
」
の
大
号

令
の
も
と
、
分
権
や
市
町
村
合
併
、
財
政
に

関
す
る
政
府
の
方
針
が
昨
年
末
に
相
次
い
で

出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も

市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
自

治
体
の
権
限
の
制
限
や
地
方
交
付
税
の
優
遇

措
置
の
縮
小
な
ど
方
針
が
よ
り
具
体
化
し
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
市
に
お

き
ま
し
て
も
、
市
町
村
合
併
問
題
は
今
後
行

政
事
務
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
た
め

に
も
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と
し
て
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
は

地
区
説
明
会
や
市
の
広
報
紙
で
合
併
の
概
要

に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
掲
載
等
を
行
い
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行

い
様
々
な
要
望
や
意
見
を
承
っ
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
昨

年
10
月
に
は
住
民
発
議
に
よ
り
出
水
地
区
２

市
４
町
を
枠
組
み
と
し
た
法
定
合
併
協
議
会

設
置
請
求
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
出
水
地
区
２

市
４
町
の
12
月
議
会
に
法
定
合
併
協
議
会
設

置
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
が
、
結
果
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
判
断
が
分
か
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
私
ど
も
は
、
新
た
な
方
策
で

こ
の
問
題
に
全
力
で
対
処
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
も
引
続
き
社
会
経
済
情
勢
や

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す

厳
し
い
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
今
後
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
本
市
が
培
い
育
ん
で
き

た
歴
史
あ
る
50
年
を
ス
テ
ッ
プ
に
、
今
年
は

新
た
な
飛
躍
の
第
一
歩
の
年
と
し
て
市
民
総

参
加
で
魅
力
に
富
ん
だ
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

実
現
の
た
め
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
15
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
素
晴

ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
限
り
な
い
ご
多
幸
を

祈
念
し
、
年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

－２－

新新
たた
なな
飛飛
躍躍
のの
第第
一一
歩歩
をを
市市
民民
総総
参参
加加
でで

平
成
15
年
１
月

阿
久
根
市
長
　
斉
藤
洋
三

市町村合併問題は避けて通ることのできない大きな
課題として、今後も真剣に取り組んでまいります。
（写真は昨年開かれた市民の意見を聴く会の様子）



北
薩
地
域
の
豊
富
な
資
源
を
活
用
し
、
地

域
外
の
人
々
に
そ
の
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら

お
う
と
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
１
日
に
か
け

て
１
泊
２
日
の
日
程
で
阿
久
根
市
、野
田
町
、

高
尾
野
町
を
訪
れ
る
体
験
型
観
光
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
出
水
地
区
２
市
４
町
で
つ
く
る

北
薩
摩
観
光
連
絡
協
議
会
が
主
催
。「
見
る
」

「
食
べ
る
」「
遊
ぶ
」
な
ど
を
中
心
と
し
た
従

来
型
の
観
光
で
は
な
く
、「
つ
く
る
」「
語
る
」

「
学
ぶ
」
と
い
っ
た
地
域
住
民
と
観
光
客
の

交
流
を
テ
ー
マ
と
し
た
新
た
な
体
験
型
観
光

の
取
り
組
み
と
し
て
一
昨
年
、
出
水
市
、
長

島
町
、
東
町
で
行
っ
た
第
１
回
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
に
続
き
今
回
、
第
２
弾
と
し
て
本
市
な

ど
１
市
２
町
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
南
国
の
秋
満
喫
Y
北

薩
摩
の
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
文
化
に
出
会
う
ツ

ア
ー
』。
ア
ジ
の
開
き
な
ど
の
水
産
加
工
体

験
や
感
応
寺
で
の
座
禅
体
験
、
柿
狩
り
や
ボ

ン
タ
ン
狩
り
な
ど
が
楽
し
め
る
内
容
で
、
県

内
は
も
と
よ
り
、
福
岡
、
熊
本
、
宮
崎
な
ど

広
く
情
報
発
信
し
な
が
ら
参
加
者
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
当
日
の
ツ

ア
ー
に
は
北
九
州
市
な
ど
県
内
外
か
ら
予
定

を
上
回
る
12
組
、
31
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
、
ツ
ア
ー
初
日
は
阿
久
根
市

内
の
水
産
加
工
会
社
で
ア
ジ
や
カ
マ
ス
の
塩

干
し
や
ミ
リ
ン
干
し
作
り
に
挑
戦
。
野
田
町

の
感
応
寺
で
は
座
禅
を
体
験
し
た
り
境
内
を

散
策
し
た
り
し
な
が
ら
心
和
む
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。
２
日
目
は
、
朝
食
で
昨
日

作
っ
た
ア
ジ
や
カ
マ
ス
の
開
き
を
じ
っ
く
り

味
わ
っ
た
後
、
高
尾
野
町
の
柿
農
家
を
訪
れ

柿
の
収
穫
や
干
し
柿
作
り
を
体
験
。
阿
久
根

市
内
で
は
ボ
ン
タ
ン
狩
り
を
楽
し
ん
だ
り
、

生
産
者
の
説
明
を
受
け
て
皮
む
き
に
も
挑
戦

し
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
期
間
中
、
地
域
の
人
々
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
北
薩
地
域
の
豊
か
な
食
や

文
化
、
自
然
な
ど
を
満
喫
。
今
回
の
ツ
ア
ー

に
親
子
３
人
で
参
加
し
た
と
い
う
鹿
児
島
市

の
前
田
修
一
さ
ん
は
「
身
近
な
と
こ
ろ
で
、

こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
体
験
が
で
き
て
と
て
も

よ
か
っ
た
。
帰
っ
た
ら
ぜ
ひ
友
だ
ち
に
も
教

え
て
あ
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
内
の
特
産
品
が
一
堂
に
揃
う
年
末
恒
例

の
第
31
回
あ
く
ね
産
業
祭
が
12
月
14
日
、
15

日
の
２
日
間
、
市
民
体
育
館
な
ど
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
、「
食
の
ま
ち
阿
久
根
」
な

ら
で
は
の
新
鮮
な
水
産
物
や
加
工
品
、
農
産

物
な
ど
が
ず
ら
り
と
勢
ぞ
ろ
い
。
手
打
ち
ソ

バ
の
実
演
販
売
や
大
口
市
と
東
郷
町
の
特
産

品
が
並
ぶ
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
お
目

見
え
し
た
他
、
特
産
品
な
ど
が
当
た
る
お
楽

し
み
抽
選
会
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど

で
、
年
の
瀬
や
正
月
用
の
品
物
を
買
い
求
め

る
人
々
で
大
盛
況
で
し
た
。

ま
た
、
お
祭
り
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、
市
内
の
保
育
園

児
や
小
学
生
ら
に
よ
る
お
ゆ
う
ぎ
や
郷
土
芸

能
、
和
太
鼓
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
他
、

も
ち
つ
き
大
会
も
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

－３－

ボンタン畑で生産者の話に耳を傾けるツアー参加者

新
鮮
な
ア
ジ
や
カ
マ
ス
を
使
っ
た
開
き
作
り
も

体
験
ツ
ア
ー
な
ら
で
は

大勢の買い物客でにぎわう産業祭会場

地元の特産品が地元の特産品が
勢ぞろい！勢ぞろい！

北北
ささ
つつ
まま
なな
らら
でで
はは
のの
魅魅
力力
満満
喫喫
YY



ボ
ン
タ
ン
の
実
も
黄
色
く
色
づ
く

こ
の
時
期
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

第
19
回
あ
く
ね
ボ
ン
タ
ン
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
大
会
が
12
月
８
日
、
市
総
合
運

動
公
園
周
辺
コ
ー
ス
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
市
制
施
行
50
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
あ
く
ね
ボ
ン
タ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
銘
打
ち
、
経

済
産
業
省
の
電
源
地
域
産
業
育
成
支

援
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
旭
化

成
陸
上
競
技
部
で
活
躍
す
る
佐
保
希

選
手
と
後
藤
郁
代
選
手
を
迎
え
て
行

わ
れ
た
大
会
に
は
、
３
㌔
、
５
㌔
、

10
㌔
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
４
種
目

に
全
国
各
地
か
ら
２
６
０
０
人
を
超

え
る
ラ
ン
ナ
ー
が
出
場
。
参
加
者
ら

は
ゲ
ス
ト
の
２
選
手
と
一
緒
に
、
青

空
の
広
が
る
ボ
ン
タ
ン
路
を
思
い
思

い
の
ペ
ー
ス
で
走
り
抜
け
な
が
ら
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
隣
の
屋
内
運
動
場
で
は
、

阿
久
根
の
新
鮮
な
水
産
物
や
農
産
物

な
ど
が
一
堂
に
揃
う
特
産
品
フ
ェ
ア

も
同
時
開
催
さ
れ
、
多
く
の
買
い
物

客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

（
各
種
目
１
位
の
み
掲
載
）

※
敬
称
略

【
３
㌔
】

▽
小
学
生
男
子
＝
原
田
順
庸
（
高
尾

野
町
）
10
分
23
秒
▽
小
学
生
女
子
＝

田
山
絵
理
（
出
水
市
）
10
分
49
秒
▽

中
学
生
男
子
＝
清
水
優
樹（
大
口
市
）

９
分
16
秒
▽
中
学
生
女
子
＝
有
薗
恵

（
大
口
市
）
10
分
16
秒
▽
高
校
生
男

子
＝
山
口
賢
祐
（
阿
久
根
市
）
８
分

55
秒
▽
高
校
生
女
子
＝
脇
奈
津
美

（
出
水
市
）
11
分
25
秒
▽
29
歳
以
下

男
子
＝
田
上
朋
史
（
水
俣
市
）
９
分

15
秒
▽
30
歳
代
男
子
＝
小
林
信
義

（
八
代
市
）
11
分
51
秒
▽
40
歳
代
男

子
＝
下
尾
崎
健
一
（
川
内
市
）
９
分

59
秒
▽
50
歳
代
男
子
＝
池
田
満
（
吉

松
町
）
10
分
21
秒
▽
60
歳
代
男
子
＝

冨
奥
勝
己
（
東
市
来
町
）
10
分
03
秒

（
大
会
新
）
▽
70
歳
以
上
男
子
＝
宮

内
義
光
（
鹿
児
島
市
）
11
分
37
秒
▽

39
歳
以
下
女
子
＝
野
田
梨
沙
（
阿
久

根
市
）
13
分
13
秒
▽
40
歳
以
上
女
子

＝
瀬
ノ
上
喜
代
子
（
出
水
市
）
12
分

16
秒

【
５
㌔
】

▽
中
学
生
男
子
＝
別
府
大
樹
（
頴
娃

町
）
16
分
10
秒
▽
中
学
生
女
子
＝
山

内
麻
由
（
出
水
市
）
19
分
27
秒
▽
高

校
生
男
子
＝
内
山
恵
太
（
川
内
市
）

15
分
59
秒
▽
高
校
生
女
子
＝
東
美
寿

恵
（
小
林
市
）
17
分
20
秒
▽
29
歳
以

下
男
子
＝
渕
上
祐
二
（
水
俣
市
）
17

分
03
秒
▽
30
歳
代
男
子
＝
澤
田
豊
大

（
本
渡
市
）
16
分
21
秒
▽
40
歳
代
男

子
＝
鳥
羽
瀬
貴
久（
熊
本
県
松
橋
町
）

17
分
01
秒
▽
50
歳
代
男
子
＝
浜
崎
明

彦
（
熊
本
県
相
良
村
）
16
分
25
秒

（
大
会
新
）
▽
60
歳
代
男
子
＝
久
木

野
謙
次
（
川
内
市
）
20
分
17
秒
▽
70

歳
以
上
男
子
＝
徳
重
益
雄（
国
分
市
）

23
分
40
秒
▽
39
歳
以
下
女
子
＝
南
正

覚
文
枝
（
川
内
市
）
23
分
00
秒
▽
40

歳
以
上
女
子
＝
大
田
ス
ミ
エ
（
阿
久

根
市
）
24
分
23
秒

【
10
㌔
】

▽
高
校
生
男
子
＝
永
田
淳（
熊
本
市
）

31
分
02
秒
▽
29
歳
以
下
男
子
＝
小
川

田
陽
（
阿
久
根
市
）
37
分
33
秒
▽
30

歳
代
男
子
＝
銅
口
実
（
出
水
市
）
33

分
26
秒
▽
40
歳
代
男
子
＝
中
村
清
治

（
水
俣
市
）
36
分
49
秒
▽
50
歳
代
男

子
＝
稲
富
敏
明
（
熊
本
県
益
城
町
）

38
分
14
秒
▽
60
歳
代
男
子
＝
淋
春
男

（
熊
本
県
球
磨
郡
）
41
分
14
秒
▽
70

歳
以
上
男
子
＝
上
村
二
郎（
国
分
市
）

47
分
07
秒
▽
39
歳
以
下
女
子
＝
松
永

珠
美
（
熊
本
市
）
48
分
44
秒
▽
40
歳

以
上
女
子
＝
倉
み
ど
り
（
隼
人
町
）

43
分
12
秒

【
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
】

▽
29
歳
以
下
男
子
＝
花
田
伸
行
（
阿

久
根
市
）
１
時
間
９
分
23
秒
▽
30
歳

代
男
子
＝
山
本
正
和
（
宮
崎
県
高
原

－４－

ボンタン路に向けて、いっせいにスタートするランナーたち

約約
２２
６６
００
００
人人
がが

ボボ
ンン
タタ
ンン
路路
快快
走走
YY

あくねあくね
ボンタンボンタン
フェスティバルフェスティバル

■
大
会
記
録
■



町
）
１
時
間
14
分
45
秒
▽
40
歳
代
男

子
＝
柳
ケ
水
幸
治
（
福
岡
市
）
１
時

間
16
分
38
秒
▽
50
歳
代
男
子
＝
田
畑

正
（
指
宿
市
）
１
時
間
15
分
30
秒
▽

60
歳
代
男
子
＝
別
府
紘
二
（
祁
答
院

町
）
１
時
間
24
分
34
秒
▽
70
歳
以
上

男
子
＝
藤
田
五
男
（
鹿
児
島
市
）
１

時
間
37
分
16
秒
（
大
会
新
）
▽
39
歳

以
下
女
子
＝
本
田
恵
津
子（
水
俣
市
）

１
時
間
29
分
43
秒
▽
40
歳
以
上
女

子
＝
福
田
百
合
子（
熊
本
県
宇
土
市
）

１
時
間
29
分
07
秒

－５－

永井野沙織さんの
　　さわやかな選手宣誓
永井野沙織さんの
　　さわやかな選手宣誓

給水ポイントで水分補給給水ポイントで水分補給がんばれYゴールはすぐそこがんばれYゴールはすぐそこ

レースの後は、お楽しみの景品もレースの後は、お楽しみの景品も選手たちの健闘をたたえる表彰式選手たちの健闘をたたえる表彰式

阿久根特産イワシの丸干に長蛇の列阿久根特産イワシの丸干に長蛇の列
阿久根の産物がずらりと並んだ
　　　　特産品フェアも同時開催
阿久根の産物がずらりと並んだ
　　　　特産品フェアも同時開催

次々とゴールする選手たち次々とゴールする選手たち

子どもたちと一緒に走る後藤郁代選手
　　　　　　　　　　　（写真中央）
子どもたちと一緒に走る後藤郁代選手
　　　　　　　　　　　（写真中央）

沿道からの声援を受けながらゴールを
めざすランナーたち
沿道からの声援を受けながらゴールを
めざすランナーたち

軽快な足どりで陸上競技場に駆け込む
佐保希選手（写真手前）
軽快な足どりで陸上競技場に駆け込む
佐保希選手（写真手前）



平
成
14
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会

が
11
月
28
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
、

23
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
住
民
発
議
に
よ
る

出
水
地
区
２
市
４
町
合
併
協
議
会
の

設
置
に
関
す
る
も
の
や
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
議
案
13
件
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
補
正
予
算

で
は
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
金

や
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
、
保
育
施
設
運
営
費
、
水
産
業

振
興
費
な
ど
１
億
２
０
３
８
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
１
６
億
７

３
６
４
万
円
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

債
務
負
担
行
為
の
補
正
と
し
て
、
平

成
15
年
４
月
に
予
定
さ
れ
る
北
薩
地

区
５
漁
協
の
合
併
に
関
連
し
、
阿
久

根
市
漁
協
に
対
す
る
組
織
緊
急
再
編

対
策
事
業
利
子
補
給
と
借
入
金
に
係

る
５
億
円
を
限
度
額
と
す
る
損
失
補

償
（
期
間
は
平
成
15
年
度
か
ら
10
年

間
）
か
ら
な
る
金
融
支
援
策
を
追
加

し
ま
し
た
。

こ
の
他
、平
成
13
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
そ
れ
ぞ

れ
認
定
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
等
に
つ

い
て
農
業
の
多
面
的
機
能
を
含
む
貿

易
以
外
の
関
心
事
項
の
配
慮
な
ど
を

求
め
る
陳
情
を
採
択
、
同
旨
の
意
見

書
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
弓
木
野
区
産
廃
問
題
に
関
す
る

請
願
に
つ
い
て
は
不
採
択
と
し
ま
し

た
。住

民
発
議
に
よ
る
出
水
地
区
２
市

４
町
（
阿
久
根
市
、
出
水
市
、
野
田

町
、
高
尾
野
町
、
東
町
、
長
島
町
）

の
法
定
合
併
協
議
会
設
置
議
案
が
12

月
、
関
係
市
町
議
会
に
付
議
さ
れ
ま

し
た
。

本
市
で
も
、「
合
併
は
、
現
在
の

社
会
情
勢
に
お
い
て
は
避
け
て
通
れ

な
い
重
要
な
行
政
課
題
と
認
識
し
て

お
り
地
方
分
権
の
推
進
や
広
域
的
な

行
政
需
要
等
へ
の
対
処
と
い
う
観
点

な
ど
か
ら
合
併
の
是
非
を
含
め
た
協

議
等
を
行
う
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
」
と
の
斉
藤
市
長
の
意
見
が

付
さ
れ
た
設
置
議
案
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
本
会
議
で
意
見
を
求

め
ら
れ
た
直
接
請
求
者
代
表
の
中
村

健
二
郎
氏
は
「
市
町
村
合
併
は
避
け

て
通
れ
な
い
課
題
。
法
定
協
議
会
を

立
ち
上
げ
阿
久
根
市
の
進
む
べ
き
道

を
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
協

議
会
設
置
の
必
要
性
を
述
べ
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
、
市
町
村
合
併
に
関

す
る
特
別
委
員
会
や
本
会
議
で
審
議

が
な
さ
れ
、
20
日
の
最
終
本
会
議
に

お
い
て
出
水
地
区
２
市
４
町
合
併
協

議
会
の
設
置
に
つ
い
て
賛
成
多
数
で

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
市
町
議
会
に
お
い
て

阿
久
根
・
出
水
地
区
５
漁
協
（
阿

久
根
市
、
黒
之
浜
、
西
目
、
出
水
市
、

長
島
町
）
は
12
月
９
日
、
合
併
仮
契

約
書
に
調
印
。
18
日
に
は
、
各
漁
協

で
一
斉
に
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、

す
べ
て
の
漁
協
で
合
併
や
先
に
調
印

し
た
合
併
仮
契
約
書
、
合
併
経
営
計

は
、
野
田
町
、
東
町
、
長
島
町
で
可

決
さ
れ
た
一
方
、
出
水
市
、
高
尾
野

町
で
は
先
に
実
施
し
た
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
１
市
２
町
（
出
水
市
、

高
尾
野
町
、
野
田
町
）
に
よ
る
合
併

を
望
む
回
答
が
多
か
っ
た
点
な
ど
を

ふ
ま
え
否
決
さ
れ
、
結
果
的
に
２
市

４
町
議
会
の
判
断
が
分
か
れ
ま
し
た
。

合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
は

議
会
で
否
決
さ
れ
た
場
合
、
現
時
点

で
は
当
該
市
町
の
住
民
の
６
分
の
１

以
上
の
署
名
に
よ
る
直
接
請
求
（
法

で
定
め
ら
れ
た
期
限
内
で
の
請
求
が

必
要
で
す
）
に
基
づ
き
住
民
投
票
を

実
施
し
過
半
数
の
賛
成
で
協
議
会
を

設
置
で
き
る
制
度
も
依
然
残
さ
れ
て

い
る
状
況
の
な
か
で
、
今
後
は
２
市

４
町
が
新
た
な
方
策
を
講
じ
な
が

ら
、
こ
の
市
町
村
合
併
問
題
に
対
処

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

画
書
な
ど
合
併
に
関
す
る
事
項
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
組
合
員
数
１
４
１

３
人
（
平
成
14
年
３
月
末
現
在
、
県

内
１
位
）
の
『
北
さ
つ
ま
漁
業
協
同

組
合
』
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
後
、
５
漁
協
の
正
組
合
員
か

ら
選
出
さ
れ
た
委
員
で
構
成
さ
れ
る

設
立
委
員
会
の
中
で
、
定
款
の
作
成

や
役
員
の
選
任
、
事
業
計
画
の
作
成

な
ど
新
組
合
の
設
立
に
向
け
た
協
議

を
重
ね
、
４
月
１
日
の
合
併
を
目
指

し
ま
す
。

事
業
計
画
に
よ
れ
ば
、
新
組
合
の

主
な
事
務
所
は
現
在
の
阿
久
根
市
漁

協
に
置
か
れ
る
ほ
か
、
旧
組
合
の
事

業
や
職
員
、
財
産
、
欠
損
金
な
ど
は

す
べ
て
新
組
合
に
引
き
継
が
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

総
会
を
終
え
た
阿
久
根
市
漁
協
の

砂
畑
奉
作
組
合
長
は
、「
２
年
余
り

か
け
て
準
備
を
進
め
て
き
た
合
併
に

つ
い
て
本
日
、
５
組
合
す
べ
て
で
承

認
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
。

組
合
員
が
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
よ
う
な
組
合
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

－６－

一
般
会
計
予
算

１
１
６
億
７
３
６
４
万
円
へ

平成14年
第４回

市議会定例会

市町村合併
出水地区

２市４町議会が

判断示す

総会で新組合設立に向けて決意を示す組合員
（＝阿久根市漁協ホール）

『
北
さ
つ
ま
漁
協
』
誕
生
へ



永
年
、
障
害
者
福
祉
の
向
上
に
尽

力
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
今
回
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
栄
え
あ
る
表
彰

を
相
次
い
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
21
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
北

九
州
市
で
開
催
さ
れ
た
第
37
回
九
州

身
体
障
害
者
福
祉
大
会
に
お
い
て
、

山
下
正
雄
氏
（
80
・
槝
之
浦
西
区
）

が
組
織
活
動
功
労
表
彰
を
受
賞
。
ま

た
12
月
２
日
、
鹿
児
島
市
で
開
催
さ

れ
た
平
成
14
年
度
鹿
児
島
県
障
害
者

保
健
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
k
邊
ヨ

シ
子
氏
（
63
・
槝
之
浦
東
区
）
が
県

知
事
表
彰
（
更
生
援
護
の
部
）、
山

下
正
雄
氏
が
県
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
会
長
表
彰
（
同
）、
牛
之
浜
九
州

男
氏
（
65
・
牛
之
浜
区
）
が
県
精
神

障
害
者
家
族
会
連
合
会
会
長
表
彰
を

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

山
下
氏
は
、
県
身
体
障
害
者
協
会

連
合
会
理
事
や
市
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
会
長
と
し
て
障
害
者
福
祉
の
向

上
に
永
年
に
わ
た
り
貢
献
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

k
邊
氏
は
福
祉
施
設
双
葉
作
業
所

所
長
と
し
て
、
さ
ら
に
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
連
絡
協
議
会
の
相
談
役
と
し

て
障
害
者
の
自
立
を
支
援
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

牛
之
浜
氏
は
、
家
族
会
と
し
て
障

害
者
の
地
域
に
お
け
る
社
会
活
動
を

支
援
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
３
氏
は
、

「
障
害
者
自
身
が
障
害
を
乗
り
越
え

て
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
、
手
を
と

り
あ
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」「
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん

の
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
障
害

者
が
心
身
と
も
に
自
立
し
普
通
に
暮

せ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
な
ど
と
受
賞
の
喜
び
を
語

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

障
害
者
福
祉
の
新
た
な
制
度
と
し

て
今
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

「
支
援
費
制
度
」
に
つ
い
て
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
12
月
18
日
、
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
在
り
方
が
、
今
年
４
月
か
ら
行
政

が
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
を
特
定
し
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
を
決
定
す
る
従
来
の

「
措
置
制
度
」
か
ら
「
支
援
費
制
度
」

に
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
利
用
者

と
行
政
、
事
業
者
が
一
緒
に
な
っ
て

新
た
な
制
度
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
21
と

自
治
労
北
薩
総
支
部
自
治
体
政
策
研

究
会
が
共
催
で
実
施
し
た
も
の
で
す
。

支
援
費
制
度
で
は
、
障
害
者
の
自

己
決
定
を
尊
重
し
自
ら
が
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
。
県
知
事
の
指
定
を
受
け
た

事
業
者
や
施
設
と
の
契
約
に
よ
り
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
負
担
能
力
に
応
じ

て
定
め
ら
れ
た
費
用
を
負
担
し
ま
す
。

北
薩
福
祉
事
務
所
管
内
３
市
11
町

の
福
祉
行
政
や
障
害
者
団
体
、
事
業

者
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
支
援
費
制
度
の
概
要

に
つ
い
の
説
明
の
後
、
障
害
者
や
そ

の
家
族
、
事
業
者
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
を
代
表
す
る
３
人
の
パ
ネ
ラ
ー

が
登
壇
。「
制
度
導
入
に
あ
た
っ
て

は
利
用
者
本
人
や
そ
の
家
族
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
で
あ
る
事
業
者
等
の
声

を
し
っ
か
り
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め

て
も
ら
い
た
い
」「
制
度
は
も
ち
ろ

ん
大
切
だ
が
、
そ
れ
以
前
に
地
域
が

ど
の
よ
う
に
障
害
者
を
支
え
て
い
く

か
が
重
要
」
な
ど
と
意
見
を
交
わ
し

参
加
者
ら
も
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

昨
年
10
月
20
日
に
実
施
さ
れ
た
経

済
産
業
省
主
催
の
情
報
処
理
試
験

「
基
本
情
報
技
術
者
試
験
」
に
、
本

市
の
佐
潟
翔
子
さ
ん
（
潟
区
・
出
水

商
業
高
校
２
年
）が
合
格
し
ま
し
た
。

こ
の
試
験
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

全
般
の
広
い
知
識
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
作

成
能
力
な
ど
の
高
度
な
知
識
や
考
え

方
な
ど
が
要
求
さ
れ
る
、
合
格
者
が

10
％
弱
と
い
わ
れ
る
超
難
関
の
国
家

試
験
で
す
。

佐
潟
さ
ん
は
一
昨
年
10
月
「
シ
ス

テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
試
験
」

に
も
合
格
し
て
お
り
、
今
回
の
合
格

は
、
情
報
処
理
国
家
資
格
で
２
つ
目

と
い
う
快
挙
に
な
り
ま
す
。

－７－

栄えある表彰を受賞された、写真左から山下氏、
k邊氏、牛之浜氏の３人

シンポジウムの様子

２つの情報処理国家資格に合格した佐潟さん

障障
害害
者者
福福
祉祉
のの
向向
上上
にに
貢貢
献献
YY

本本
市市
かか
らら
３３
氏氏
がが
栄栄
ええ
ああ
るる
表表
彰彰
受受
賞賞

平成15年４月スタート
「支援費制度」

考える
シンポジウム開催



－８－

楽しい話題･催し物などお知らせください。

市役所　広報係1&3１２１１

━━ 中央公園ライトアップ ━━

まばゆい輝きで夜の街並みを彩るライトアップの点灯式
が12月１日、中央公園でありました。
これは、阿久根市商工会議所青年部が設立10周年を機に

一昨年から取り組んでいるものです。
点灯式では、青年部の川畑行雄会長が「このイルミネー

ションが市民の心を癒し、市の活性化につながれば。」と
あいさつ。大勢の市民らが見守る中、太田会頭と宇都収入
役がスイッチ・オン。夕闇に包まれた公園内に約１万２百
個の電球が一斉に輝き始めると、観衆から大きな歓声があ
がりました。ライトアップは、年明けの１月11日まで続け
られ連日、午後５時から10時までの約５時間、きらめく光
のショーが市民らの目を楽しませてくれました。

━━ 阿久根市文化協会が創立50周年 ━━

阿久根市文化協会が市制施行と時を同じくして今年創立
50周年を迎え12月１日、市民会館で盛大に記念式典が開催
されました。戦後間もない昭和22年、文化を愛する人々が
集まり始まった総合文化祭も昨年で第56回を数えこの間、
昭和27年に市文化協会が誕生。現在では35団体、約450人
が会員として地域に根ざした文化活動を展開するまでにな
りました。この日の式典では、上鶴徹会長が「50周年を節
目とし、これからも会員一同で文化の香り高いまちづくり
に邁進していきましょう」とあいさつ。引き続き、文化の
振興に功績のあった個人や団体を讃える功労者表彰や「阿
久根の文化遺産と未来」と題する原口泉氏（鹿児島大教授）
の記念講演などがありました。

尾
崎
地
区
の
ボ
ン
タ
ン
畑
で
12
月

10
日
、
西
目
小
学
校
と
尾
崎
小
学
校

の
児
童
が
仲
よ
く
ボ
ン
タ
ン
狩
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

両
校
は
、
海
辺
と
山
間
と
い
う
地

域
の
特
色
を
生
か
し
、
毎
年
お
互
い

の
学
校
を
訪
れ
な
が
ら
交
流
を
続
け

て
い
ま
す
。

６
月
に
は
、
尾
崎
小
の
児
童
ら
が

西
目
地
区
を
訪
れ
地
引
網
を
体
験
し

ま
し
た
が
今
回
は
、
西
目
小
の
４
年

生
18
人
が
尾
崎
地
区
を
訪
問
、
尾
崎

小
の
全
校
児
童
20
人
が
こ
れ
を
出
迎

え
ま
し
た
。

児
童
ら
は
、
さ
っ
そ
く
こ
の
日
の

た
め
に
快
く
ボ
ン
タ
ン
畑
を
提
供
し

て
く
れ
た
栽
培
農
家
の
畑
に
移
動
。

農
家
の
方
か
ら
、
栽
培
方
法
や
い
い

実
の
見
分
け
方
な
ど
、
ボ
ン
タ
ン
の

話
し
を
聞
い
た
後
、
ハ
サ
ミ
を
手
に

色
や
形
、
大
き
さ
な
ど
を
入
念
に
品

定
め
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
と
思
っ
た

実
を
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ン
タ
ン
狩
り
の
後
は
、

尾
崎
小
の
体
育
館
で
自
分
た
ち
が
収

穫
し
た
ボ
ン
タ
ン
の
品
評
会
が
あ
り

ま
し
た
。

児
童
ら
は
、
ま
ず
同
じ
グ
ル
ー
プ

の
中
で
一
番
立
派
な
実
を
選
び
、
各

グ
ル
ー
プ
か
ら
選
ば
れ
た
実
を
、
今

度
は
全
員
で
品
評
。
色
や
形
を
入
念

に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
実
際
に
持
ち

上
げ
て
重
さ
を
比
べ
た
り
し
な
が
ら

真
剣
な
表
情
で
品
定
め
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

―
―

尾
崎
小
・
西
目
小
　
ボ
ン
タ
ン
狩
り
交
流

―
―
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━━ 九電オペラ『ヘンゼルとグレーテル』━━
市制施行50周年を記念して第10回九電オペラ『ヘンゼルとグレ

ーテル』が11月30日、市民会館大ホールでありました。
これは九州電力1がメセナ活動の一環として県オペラ協会とと

もに毎年県内各地で開催しているものです。この日の会場は超満
員。阿久根小と鶴川内小の児童33人も賛助出演し、訪れた観客は、
オペラの魅力を堪能しました。また、12月17日には薗田範夫出水
営業所長らが市社会福祉協議会を訪れ、入場者から寄せられた「ふ
れあい募金」の全額を寄贈しました。

━━ 阿久根農高地区生徒会 ━━
ボランティア精神の高揚を図り地域住民との親睦を深めようと

12月６日、阿久根農高地区生徒会による奉仕活動がありました。
生徒らは、自分たちの出身地域ごとに18の地区に分かれて事前

に作業を行う場所や活動内容を検討。この日、各地区で一斉に作
業を実施しました。
阿久根駅では、赤瀬川地区の生徒28人が駅舎入口の花壇や構内

設置用のプランターにパンジーやキンセンカなどの苗約300本を植
栽した他、駅構内の清掃作業などに取り組んでいました。

━━ パルディーダ･トレス･サッカークラブ ━━
市内の小中学生らが活動するパルディーダ・トレス・サッカー

クラブが年の瀬の12月29日、自分たちが日頃練習している岩船運
動場周辺や、折口海岸、折口駅周辺などの清掃作業を行いました。
同クラブでは、サッカーを通じた子どもたちの健全育成と練習場
の利用などで日頃お世話になっている地域へのお礼にと、約５年
前からこの年の瀬の清掃活動を実施しています。この日はクラブ
員や指導者、保護者ら約50人が、練習場周辺や海岸、練習に通う
路上のチリ拾いなどを行い、心地よい汗を流していました。

━━ ポルトス阿久根Ｆ.Ｃ.Ｕ-12 ━━
11月17日から12月１日にかけて加世田市で開催された第41回県

ちびっ子サッカー選手権大会（県サッカー協会などが主催）にお
いて、本市から出場したポルトス阿久根Ｆ.Ｃ.Ｕ-12（小学部）が
見事準優勝に輝きました。大会には県内189チームの中から地区予
選を勝ち抜いた64チームが出場しました。
阿久根は、強豪川上と対戦した決勝戦を含め随所で素晴らしい

チームプレーを発揮。惜しくも優勝こそ逃したものの３選手が大
会のベストイレブンに選ばれるなど、その健闘ぶりが光りました。

━━ 子どもたちと一緒に餅つきも／大川小 ━━
大川小学校で12月22日、全校児童とその保護者や地域住民らが

一緒になっての餅つきや、学校に設置する正月用の門松づくりが
ありました。これは、地域ぐるみで子どもたちの成長を見守ろう
と大川小ぬくもりの会（奥平一宗会長）と同校子供会育成会（大
田和文会長）が合同で実施したものです。
門松作りはお父さんたちを中心に取り組み、正月用の立派な門

松が正門前に設置されました。また、児童らは餅つきに挑戦し自
分たちで丸めたつきたての餅をおいしそうに頬張っていました。
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お
ぼ
ろ
な
る
わ
が
網
膜
に
う
つ
り
く
る
古

里
の
山
ふ
る
さ
と
の
川

大
　
丸
　
（
故
）
橋
崎
　
幸

荒
崎
の
刈
田
に
集
ふ
万
羽
鶴
万
の
命
が
朝

日
に
躍
る

折
　
口
　
別
府
　
義
明

畳
な
は
る
紫
尾
の
山
々
明
け
方
の
う
す

紅
く
れ
な
ゐの

空
に
映
え
を
り

琴
　
平
　
川
畑
　
ス
ミ

大
晦
日
に
喜
寿
を
迎
ふ
る
わ
れ
な
り
て
健

や
か
な
れ
ば
尚
嬉
し
き
を

脇
　
本
　
赤
崎
　
タ
エ

そ
そ
り
立
つ
岩
肌
美は

し
く
も
み
ぢ
葉
は
五

色
に
光
る
雨
後
の
瀞
峡

ど
ろ
け
ふ

新
　
町
　
玉
川
　
慶
子

ひ
と
り
し
て
音
心
地
よ
く
落お

ち

葉ば

踏
む
行
き

つ
も
ど
り
つ
も
み
ぢ
葉
の
下

上
　
野
　
亀
沢
　
笑
子

ひ
そ
や
か
に
夫
帰
り
く
る
命
日
に
そ
の
影

を
待
つ
山
茶
花
の
木
戸

脇
　
本
　
宮
原
　
範
子

水
俣
ゆ
海
を
距へ

だ

て
て
天
草
は
ね
む
れ
る
如

く
黄
砂
に
け
ぶ
る

新
　
町
　
遠
矢
　
律

孫
生
れ
て
弾は

づ

む
心
に
上
京
す
ふ
ん
ば
る
仕

草
に
草
鞋

わ
ら
じ

つ
く
ら
な牛

之
浜
　
若
松
　
薩
男

納
骨
堂
の
竣な

り
て
十
年
や
う
や
く
に
遺
骨

を
う
つ
す
は
ら
か
ら
老
い
て

上
　
野
　
河
南
誠
一
郎

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
か
な
づ
か
い
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

2001年１月号から12月号までの雑誌をさしあげます。ご自
由にお持ち帰りください。

〇日時　　１月26日（日） 午前９時～
〇場所　　市立図書館　１階

（入口近くのロッカーに並べます）

〇さしあげる雑誌は以下のとおりです。
「きょうの料理」「きょうの健康」「おしゃれ工房」「趣味の
園芸」「すてきな奥さん」「ＥＳＳＥ」「レタスクラブ」「オレ
ンジページ」「ＬＥＥ」「クロワッサン」「こっこクラブ」「家
庭画報」「暮しの手帖」「Ｗｉｔｈ」「ｎｏｎ－ｎｏ」「じゃら
ん」「タウン情報カゴシマ」「ＳＣＲＥＥＮ」「ＢＥ－ＰＡＬ」
「Ｎｕｍｂｅｒ」「日経クリック」「ダ・ヴィンチ」「文芸春秋」
「婦人公論」「週刊朝日」「外戸本」

まだまだ役に立つ情報がいっぱいの雑誌たちです。ぜひ、
お立ち寄りください。

◇お問い合わせ先　　阿久根市立図書館　1７２－０６０７

消 費 生 活 講 座（No.110）
悪徳商法から身を守りましょうY

商品を不当な金額で売りつけたり、お金をだまし取った
りする悪質商法は意外と身近にある問題です。悪質業者は
あなたの心のすきを狙って、言葉巧みに近づいてきます。
表向きの顔は「いい人」を演じ、今すぐ必要ないものを

必要と思わせて契約をせまります。いくら自分自身が注意
していても、絶対にだまされないぞと思っていても、最終
的には契約をしてしまったというのが実情です。業者は「語
り」のプロであり、消費者の心理をよく知っており、あの
手この手で接してきます。
被害にあわないためには、知らない人が訪ねてきた時は

家に入り込ませない、長話をしないことです。電話勧誘も
同じことです。用件は何かを聞き、必要ないと判断したと
きは「いらない」「必要ない」と毅然とした態度をとること
が一番大事なことです。
しまった、おかしいなと思ったらすぐに相談してくださ

い。皆さまからの相談が悪質業者を撃退に追い込む最大の
方法です。一人で悩まないで気軽に相談してください。

市役所水産商工観光課
消費生活相談窓口
1７３－１２１１
（内線１１１２）

悪質な貸金業者にご注意悪質な貸金業者にご注意YY

ローンやキャッシングは欲しいものがすぐ手に入る便利な
手段。しかし、安易な借入は生活を破たんさせることにもな
ります。平成13年の個人の自己破産件数は16万人を超え、過
去５年間で約３倍になっています。また、無登録業者や法外
な高金利を取る業者など悪質な貸金業者による被害が増加し
ています。
●拡大する金融被害
「低金利で融資」「他店で断られた方でもＯＫ」などと多
重債務者を誘い込み、出資法で定められた上限金利（年
29.2％。ただし日賦貸金業者などは特例あり）を超える法
外な利息を要求したり、さまざまな手口で金銭をだまし取
ったりする業者や無登録で営業する業者など、悪質な業者
による被害が後を絶ちません。貸金業者を利用しようとす
る場合には十分注意してください。
●高齢者の年金をねらう年金担保金融

国民年金など公的な年金は、社会福祉・医療事業団から
借入する場合を除いて、国民年金法などによって国民年金
などの給付を受ける権利を譲り渡すこと、担保にすること、
差し押さえることは禁止されています。年金証書や通帳、
キャッシュカード、印かんなどは、貸金業者に決して渡さ
ないよう注意してください。
●貸金業者の主な苦情･相談窓口
・九州財務局鹿児島財務事務所（1099-226-6155）
・鹿児島県サラリーマン金融苦情相談所（1099-223-6832）
・鹿児島県警（1099-206-0110）及び最寄りの警察署
・^鹿児島県貸金業協会（1099-223-9539）
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子育てサークル（だれでも親子で参加できます）
子どもの遊び、母親のリフレッシュタイムに、ほっとす

る時間にと、お気軽に支援センターをご利用ください。
☆親子教室（１０：００～１２：００）
４日c 大川児童館　　　　 18日c 瀬之浦児童館
〃　 瀬之浦児童館　　　 19日d 農村環境改善セン

ター（牧内）
５日d 保健センター　　　 20日e みなみ保育園
６日e みなみ保育園　　　 25日c 鶴川内児童館
12日d 農村環境改善センター（牧内） 26日d 農村環境改善センター（牧内）
13日e みなみ保育園　　　 27日e みなみ保育園
〃　 農村環境改善センター（牧内）

☆ユーユータイム・・・西目地区集会施設
第３月曜日（２/17） お問い合わせはみなみ保育園まで

☆年齢別教室・・・農村環境改善センター
第３金曜日（２/21） ０～１歳児教室（たまごクラブ）
第４金曜日（２/28） ２歳児以上教室（こっこクラブ）
※お問い合わせはみどりが丘保育園まで

☆園開放（お気軽に園に遊びに来てください）
毎週（金） みなみ保育園　　　　　　　　　　　　　
毎週（土） みどりが丘保育園

〔第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ〕
☆参加は申込制になっていますので、前日までに下記の支
援センターにお申込みください。

地域子育て支援センター

1７３－３４５７　　みどりが丘保育園

1７２－３９３９　　みなみ保育園

講演会のお知らせ

「「健康の資源健康の資源『『食食』』について考えるについて考える」」
～自分の「食行動」をチェックしてみましょうY～

「健康かごしま21」推進のための講演会が開催されます。
同時に、「ミニ健康情報コーナー」（保健所からの情報提供・
健康相談コーナー等）も開設されます。

◇日　時 １月３０日（木） 午後１時～午後４時１０分
◇場　所 出水市中央公民館　小ホール
◇内　容 講演　「健康の資源『食』について考える」

講師　竹田千重乃氏（川内純心女子大学教授）
◇入場料 無　料
◇お問い合わせ先　　出水保健所保健予防係

1６３－３１１１（内線４１９）

「インフルエンザについて」
◇日時 １月２２日（水） 午後２時～３時

◇場所 阿久根市民病院　４階大ホール
※どなたでも参加できます。

◇参加申込み・お問い合わせ先
阿久根市民病院地域医療連携室

（1７３－１３６８）

阿久根市民病院健康教室

保
健
セ
ン
タ
ー
・
２
月
の
行
事



男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
共

に
考
え
る
「
あ
く
ね
男
女
共
同
参
画

講
演
会
」
が
12
月
１
日
、
グ
ラ
ン
ビ

ュ
ー
あ
く
ね
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
講
演
会
に
は
市
内
外
か

ら
約
１
５
０
人
が
聴
講
に
訪
れ
、
中

央
大
学
法
学
部
教
授
の
広
岡
守
穂
氏

に
よ
る
「
妻
が
僕
を
変
え
た
日
」と

題
す
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
同
氏
は
、
自
身
の
子
育

て
経
験
や
家
族
と
の
関
わ
り
な
ど
身

近
な
話
題
を
織
り
ま
ぜ
な
が
ら
私
た

ち
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
大
切
さ
に

触
れ
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

志
を
持
っ
て
い
る
人
々
を
お
互
い
に

支
え
合
う
こ
と
だ
と
思
う
」
と
話
し

ま
し
た
。

－12－

男女共同参画社会は志を持った人々をお互
いに支え合うことと話す広岡氏

～男女共同参画豆知識～
先月に引き続き、ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）についてお知らせします。
※注）ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、夫やパートナーからの暴力のことです。

ドメスティック・バイオレンスの実態
男性が女性を自分の所有物のように意のままにしようとして行うＤＶは、身体への暴力だけではありません。
精神的暴力、性的暴力、経済的暴力も含まれます。これらを大別すると以下のとおりです。

・殴る、蹴る、物を投げつける

・引きずり回す、髪を引っ張る

・刃物などを体につきつける

・実家や友人との交際を制限する

電話や手紙を細かくチェックする

・殴るそぶりや、物を投げつけるふりをして脅かす

・大声で怒鳴る、ののしる

個人の尊厳を否定するようなことを言う

「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する

法律」が2001年10月に施行されて以来、「ＤＶは犯罪

である」という意識が高まり、相談機関等への相談件

数も増加傾向にあります。（表１）

ＤＶは決して特別な人たちの問題ではなく、だれに

とっても身近に起こる可能性があります。一人でも多

くの人がＤＶについて正しい知識をもち、理解を深め

ることがＤＶ防止の第一歩です。

※注）「鹿児島県男女の多様な生き方情報誌

ハーモニー第23号抜粋」

◆このコーナーに関するお問い合わせ先

市役所総務企画課企画係

1７３－１２１１（内線１２１６）

・性的行為の強要

・避妊に協力しない、中絶の強要

・見たくないのにポルノビデオや雑誌を見せる

・生活費を渡さない、自分は浪費するが家族には節約

を強いる

・働かない、経済的に圧迫する

・金銭の使途について細かくチェックする

身体的暴力 性的暴力

経済的暴力精神的暴力



タ
コ
あ
げ
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

保
護
者
の
皆
さ
ま
へ
お
願
い
。

電
線
の
近
く
で
は
、
タ
コ
を
絶
対

あ
げ
な
い
よ
う
、
お
子
さ
ま
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

も
し
タ
コ
が
電
線
に
か
か

っ
た
ら
、
危
険
で
す
か
ら
自

分
で
と
ら
ず
に
、
最
寄
り
の

電
力
会
社
な
ど
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
電
柱
に
の
ぼ
っ
て

取
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
電
線
を
竹
ざ
お
な
ど
で
つ
つ
く

の
は
大
変
危
険
で
す
。

－13－

〇定期預金等については、これまで同様、元本1,000万円まで

とその利息等が保護されます。それを超える部分は、破たん

金融機関の財産の状況に応じて支払われます（一部カットさ

れることがあります）。

〇平成17年４月以降は、当座預金等の利息のつかない預金が

全額保護されることになります。

〇預金保険制度、農漁協系統貯金保険制度ともに同様の取扱い

がなされます。

〇詳しくは、金融機関の窓口または預金保険機構、農水産業協

同組合貯金保険機構、財務局にお問い合わせください。

───　金　融　庁　・　預　金　保　険　機　構　───

当座預金、普通預金、別段預金は

平成17年３月末まで引続き全額保護されます。

お買い物にはマイバッグお買い物にはマイバッグ

買い物袋持参運動
－阿久根市中央生活学校－

～地球環境にやさしい

ライフスタイルを創りましょう～

●入院した場合の食事代の標準負担額（１日当たり）は次のとおりです。

※に該当する方は「老人医療の限度額適用・標準負担額減額認
定証」が必要となりますので、担当窓口に申請してください。

ゴ
ミ
の
量
を
減
ら
す
買
い
物
を

は
じ
め
ま
せ
ん
か
Y

次のことを実践しましょう。

○　買い物は、自分の買い物袋でしましょう。

○　スーパーなどでは、レジ袋を辞退しましょう。

○　近所の人や友人などへ、買い物袋持参を呼びかけ

ましょう。

○　車の中やかばんの中に、買い物袋を入れておきま

しょう。

◎70歳到達者で、高齢受給者証をお持ちの方も、医療機関へは必ずご提示ください。

医療機関へは、保険証と老人受給者証を
必ず持って出かけましょう。

詳しくは

市役所健康福祉課国保係まで。

1７３－１２１１（内線１４１２）

※住民税非課税の世帯で世帯員の所得が
　一定基準に満たない方

※住民税非課税の

　世帯に属する方

９０日までの入院

一　　　　　　　　　般 ７８０円

６５０円

５００円

３００円

９０日を超える入院
（過去12か月の入院日数）



市
で
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
に

奨
学
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。た

だ
し
、
市
内
に
３
年
以
上
在
住

す
る
方
の
子
弟
で
、
優
れ
た
学
生
及

び
生
徒
の
方
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
奨
学
金
貸
付
予
定
月
額
と

採
用
予
定
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
高
等
学
校
又
は
高
等
専
修
学
校

月
額
　
　
　
９
千
円
以
内

予
定
人
員
　
２
人
以
内

○
専
門
学
校
又
は
職
業
訓
練
短
大

月
額
　
　
　
１
万
８
千
円
以
内

予
定
人
員
　
２
人
以
内

○
大
学

月
額
　
　
　
４
万
円
以
内

予
定
人
員
　
10
人
以
内

○
募
集
期
間

２
月
３
日
b
〜
３
月
20
日
e

○
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
総
務
課

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
３
１
１
）

川
薩
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
講
座
生
を
募
集
し
ま
す
。

◇
講
座
名

パ
ソ
コ
ン
科
Ｏ
Ａ
コ
ー
ス
中
級

◇
期
間

１
か
月

２
月
28
日
f
〜
３
月
28
日
f

◇
開
講
日

毎
週
２
日
（
火
・
金
）

◇
授
業
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

◇
受
講
料

総
額
２
万
円

◇
定
員

15
人

◇
使
用
ソ
フ
ト

Ｍ
Ｓ
ワ
ー
ド
２
０
０
０

※
こ
の
コ
ー
ス
は
ワ
ー
プ
ロ
技
能
評

価
試
験
の
検
定
対
策
コ
ー
ス
で
す
。

◇
受
付
開
始

２
月
３
日
b

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◇
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

川
薩
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

1
０
９
９
６
（
２
２
）
３
８
７
３

阿
久
根
市
建
設
工
事
指
名
競
争
入

札
参
加
資
格
及
び
指
名
基
準
等
に
関

す
る
要
綱
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
15
年
度
の
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
を
次
の
通
り
受
け
付
け
ま
す
。

◇
受
付
期
間

２
月
３
日
B
〜
２
月
28
日
F

◇
受
付
場
所

市
役
所
財
政
課

◇
提
出
す
る
も
の

q
建
設
工
事
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
w
建
設
業

法
第
27
条
の
23
に
規
定
す
る
経
営
事

項
審
査
結
果
通
知
書
の
写
し
（
直
前

の
も
の
）
e
建
設
業
許
可
（
変
更
）

申
請
書
の
写
し（
添
付
書
類
を
含
む
）

r
建
設
業
許
可
通
知
書
の
写
し
t
登

記
簿
謄
本
の
写
し
（
直
前
の
も
の
）

y
法
人
及
び
代
表
者
の
市
税
納
税
証

明
書
（
市
税
務
課
）（
原
本
）
u
法

人
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
納

税
証
明
書
（
税
務
署
）（
原
本
）
i

法
人
の
県
税
の
納
税
証
明
書
（
川
内

総
務
事
務
所
）（
原
本
）
o
使
用
印

鑑
届
!0
主
要
機
械
器
具
一
覧
!1
工
事

経
歴
書
!2
使
用
人
数
!3
技
術
者
経
歴

書
!4
代
表
者
の
身
分
証
明
書（
原
本
）

!5
主
要
取
引
金
融
機
関
名

※
測
量
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
の
業
者
の
申
請
様
式
は
国
土
交
通

省
統
一
様
式
と
し
ま
す
。
ま
た
法
人

及
び
代
表
者
の
市
税
納
税
証
明
書
及

び
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
納
税

証
明
書
は
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
提
出
様
式

Ａ
４
版
フ
ラ
ッ
ト

フ
ァ
イ
ル
（
金
具
な
し
）
に
綴
り

込
み
提
出
す
る
こ
と
。

◇
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
財
政
課
管
財
係

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
２
２
２
）

本
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

障
害
者
支
援
費
制
度
へ
の
申
請
受
付

を
１
月
14
日
（
月
）
か
ら
実
施
し
ま

す
。障

害
者
（
児
）
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
引
き
続
き
利
用
さ
れ
る
方
、
ま

た
は
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
お
問
い
合
せ
は
、
市
役
所

健
康
福
祉
課
福
祉
係
12
番
窓
口
ま
で

1
&3
１
２
１
１
（
内
１
４
３
６
）

◇
日
時

２
月
５
日
d

正
午
〜
午
後
４
時

◇
場
所

鹿
児
島
県
商
工
会
議
所
ビ
ル

４
Ｆ
ホ
ー
ル
及
び
第
一
会
議
室

◇
構
成
団
体

県
弁
護
士
会
／
県
司
法
書
士
会
／

県
行
政
書
士
会
／
県
社
会
保
険
労

務
士
会
／
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

／
日
本
公
認
会
計
士
協
会
南
九
州

会
鹿
児
島
県
部
会
／
南
九
州
税
理

士
会
鹿
児
島
県
連
／
6
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
／
6
中
小
企
業
診
断

協
会
鹿
児
島
県
支
部

給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
毎
月

の
給
料
や
賞
与
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

そ
の
年
の
最
後
の
給
料
や
賞
与
の
支

払
時
に
行
わ
れ
る
「
年
末
調
整
」
に

よ
っ
て
精
算
さ
れ
ま
す
か
ら
、
大
部

分
の
給
与
所
得
者
の
方
は
改
め
て
確

定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
q
給
与
の
収
入
が
２
千

万
円
を
超
え
る
方
、
w
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
の
金
額

（
例
え
ば
、
生
命
保
険
契
約
等
に
基

づ
く
一
時
金
を
受
け
取
ら
れ
た
場
合

や
不
動
産
の
貸
付
に
よ
る
収
入
が
あ

る
場
合
な
ど
）
の
合
計
が
20
万
円
を

超
え
る
方
、
e
２
か
所
以
上
か
ら
給

与
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
は
、
確
定

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

－14－

募募
　　
　　
　　
集集

おお
知知
らら
せせ

愛 の 献 血 に ご 協 力 を
次のとおり集団献血を行います。
市民の皆さまのご協力をお願いいたします。

２月１８日（火）
阿久根市役所
正 面 玄 関 前 午前９時30分～午後４時30分まで

午前９時30分～午前11時30分まで
午後０時30分～午後４時30分まで
午前９時30分～午前11時30分まで
午後０時30分～午後４時30分まで

ＪＲ阿久根駅前

Ａコープ三笠店
駐　　車　　場



ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
、
q
風
水
害

な
ど
の
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
、
w
多

額
の
医
療
費
を
支
払
わ
れ
た
方
、
e

マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
（
購
入
）
・
増

改
築
し
、
年
末
に
お
い
て
金
融
機
関

等
か
ら
の
借
入
金
残
高
の
あ
る
方
な

ど
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴

収
さ
れ
て
い
る
所
得
税
が
還
付
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や

税
務
相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

〇
出
水
税
務
署
（
1
^2
０
２
０
０
）

次
の
方
々
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

○
香
典
返
し

弓
木
野
嘉
次
郎
（
弓
木
野
）
岡
泰

博
（
潟
）
垣
本
マ
ユ
（
黒
之
上
）
佐

潟
公
人
（
町
）
寺
下
善
四
郎
（
高
松
）

寺
下
利
成
（
槝
之
浦
西
）
本
正
治

（
大
丸
）
松
山
千
代
子
（
古
里
）
田

口
智
子
（
高
松
）
牛
之
k
一
浪
（
千

葉
県
）
久
留
主
敬
蔵
（
遠
矢
）
佐
潟

満
子
（
町
）

○
篤
志
寄
付

▽
阿
久
根
小
学
校
３
年
生
き
ら
め

き
商
店
街
グ
ル
ー
プ
▽
駄
木
イ
ツ
▽

九
州
電
力
出
水
営
業
所
▽
牛
ノ
濱
徳

三
郎
▽
貴
島
印
刷
▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
阿
久
根
第
１
団

広
報
送
付
お
礼
と
し
て
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
村
　
操
様
（
出
水
市
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

倉
津
　
麗れ

い

来ら

雄
　
介
（
牧
　
内
）

富
k
夫
胤
也

ふ

み

や

雅
　
也
（
槝
之
浦
東
）

野
中
　
菜な

月つ
き

康
　
光
（
波
　
留
）

波
留
　
歩あ

ゆ

美み

一
　
男
（
波
　
留
）

中
俣
淳
之
介

じ
ゅ
ん
の
す
け

春
　
樹
（
中
　
村
）

瀬
戸
上
可か

蓮れ
ん

和
　
志
（
下
　
村
）

k

愛あ
い

良ら

真
一
郎
（
新
　
町
）

小
村
　
太
陽

た
い
よ
う

博
　
明
（
桐
野
下
）

梶
尾
　
暖の

ん

俊
　
暢
（
中
　
村
）

稲
本
菜
奈
美
　
健
　
二
（

潟
　
）

餅
越
　
智と

も

哉や

昭
　
二
（
大
　
丸
）

寺
園
　
稜
太

り
ょ
う
た

聡
　
一
（
遠
　
矢
）

※
敬
称
略

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）

佐
潟
　
フ
ミ
89
（

町
　
）
満
　
子

寺
下
サ
ツ
エ
90
（
槝
之
浦
西
）
利
　
成

柏
木
　
満
義
77
（

浦
　
）
ミ
　
子

黒
木
場
輝
志
75
（
尻
無
上
）
好
　
美

中
村
ス
エ
カ
89
（
大
　
丸
）
江
上
フ
サ
子

藤
安
　
タ
エ
91
（
山
下
馬
場
）
久
木
田
　
章

田
中
　
春
子
81
（
波
　
留
）
千
　
久

松
永
　
貞
雄
88
（
牛
之
浜
）
ス
ミ
エ

橋
崎
　
幸
　
80
（
大
　
丸
）
一
　
幸

桐
原
　
室
恵
95
（
萇
　
野
）
森
島
扶
美
子

濱
崎
キ
ク
エ
82
（

浜
　
）
恭
　
司

牛
之
k
美
智
子
74
（
牛
之
浜
）
一
　
浪

西
村
　
義
満
79
（
遠
　
矢
）
ハ
ツ
子

新
町
二
三
雄
63
（
新
　
町
）
チ
　
モ

新
穂
ア
キ
ノ
94
（
瀬
之
浦
下
）
敏
　
憲

野
中
　
ツ
ヨ
82
（
波
　
留
）
一
　
郎

東
　
　
和
則
37
（
永
田
上
）
里
　
美

田
原
ミ
チ
エ
89
（
牧
　
内
）
勝
　
義

上
鶴
　
利
助
82
（
脇
本
馬
場
）
タ
　
マ

福
浦
　
千
秋
68
（
黒
之
浜
）
文
　
子

上
野
　
重
春
98
（
陳
之
尾
）
ノ
　
ブ

－15－

な

な

み

◇日時 ２月１９日（水）

９時30分～15時30分

◇場所 市役所市民相談室

◇１月２１日
◇２月　４日・１８日
時　間 10時～10時30分
場　所 保健センター

休日の在宅医さん
○１月19日
北国医院　　　　1&2００１６

（ 町　）
白男川歯科医院　1^3０００９

（出水市向江町）
○１月26日
林胃腸科外科　　1&3３６３９

（大　丸）
石澤歯科医院　　1*4４４１１

（野田町上名）
○２月２日
植村整形外科　　1&2１０４１

（ 段　）
脇本病院　　　　1&5２１２１

（槝之浦西）
水野歯科医院　　1*2００６４

（高尾野町柴引）
○２月９日
有村産婦人科内科1&3４１８０

（上　野）
瀬戸口歯科医院　1&2０６４８

（ 町　）
○２月11日（建国記念の日）
上園医院　　　　1&3１０５５

（ 町　）
しお歯科医院　　1^7５８４４

（出水市下鯖渕）
○２月16日
内山病院　　　　1&3１５５１

（高　松）
村岡歯科医院　　1^2０６０１

（出水市春日町）
○２月23日
鶴見医院　　　　1&3０５５３

（大　丸）
上野歯科医院　　1^3２３０６

（出水市五万石町）

※
12
月
号
『
香
典
返
し
』
の
欄

で
次
の
方
の
氏
名
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
白
k
和
則
様
（
脇
本
浜
）

（
正
）
白
k
和
利
様
（
脇
本
浜
）

◎
出
生
届
・
転
入
届
を
さ
れ
た
方
へ

児
童
手
当
の
申
請
・
乳
幼
児
医
療

資
格
者
登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
健
康

福
祉
課
福
祉
係
（
12
番
窓
口
）
ま
で

1
&3
１
２
１
１
（
内
線
１
４
３
６
）



－16－

人　　口
１月１日現在（ ）は前月比
人　口　26,422人（－30）
男　　12,309人（－14）
女　　14,113人（－16）

世帯数　10,795戸（－04）
出 生 12人 死 亡 21人
転 入 38人 転 出 59人

◆趣味は何ですか・・・・体力づくり（ジョギング）
◆性格を自己分析してください・・・

はずかしがり屋
◆理想の異性像は・・・・おだやかで心の大きな人
◆最近夢中になっていることは何ですか・・・

阿久根市に住んで約10ヵ月になります。よ
くドライブがてら市内あちこちを回っていま
す。あと、格闘技が大好きです。特に「ＰＲ
ＩＤＥ」はスリル満点で最高です。

◆将来の夢は何ですか・・・
「北の国から」が好きなので、結婚したらぜ
ひ家族で富良野を旅してみたいです。

◆阿久根について一言・・・
もっと若者が集まれるような場所があれば
いいなと思います。

次は
波留　円さん（潟　区）あなたの番です。

岩

下

亮

一

さ
ん
™3

（
お
と
め
座
・
Ａ
型
　
潟
区
）

■編集／発行　阿久根市役所総務企画課
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地

■阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、
す

が
す
が
し
い
正
月
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
▽
と
こ
ろ
で
２
０

０
３
年
は
あ
の
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
が

生
れ
た
年
に
あ
た
る
そ
う
で
す
。
原

作
は
巨
匠
手
塚
治
虫
氏
で
昭
和
38
年

に
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
と
し
て
お
茶
の
間

に
登
場
。「
V
空
を
超
え
て
ラ
ラ
ラ

星
の
彼
方
…
」
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
で

お
な
じ
み
の
21
世
紀
の
未
来
を
舞
台

に
活
躍
す
る
10
万
馬
力
の
ロ
ボ
ッ
ト

少
年
に
夢
中
に
な
っ
た
も
の
で
す
が

な
ん
だ
か
時
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。

▽
今
年
の
干
支
は
『
未
』。
昨
年
市

制
施
行
50
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を

迎
え
た
阿
久
根
市
に
と
っ
て
今
年
は

未
に
あ
や
か
り
『
未
来
』
に
向
け
て

大
き
く
は
ば
た
く
飛
躍
の
年
に
し
た

い
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
私
は
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
悩
み
多
き
『
迷
え
る

子
羊
』
で
は
あ
り
ま
す
が
『
多
岐
亡

羊
』
と
な
ら
ぬ
よ
う
自
分
な
り
の
目

標
に
向
か
っ
て
こ
の
１
年
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
広
報
あ
く

ね
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

脇本サッカースポーツ少年団は、
寺岡監督、小村コーチ、寺岡コーチ
の３人の指導者のもと、２年生から
５年生まで14人の団員で月・水・金
の週３回、脇本小学校グランドで基
礎的なことからミニゲームや実践的
なことまで、団員一丸となって一生
懸命に練習しています。
活動内容は北薩地区の大会に主に

出場し、勝敗にこだわらず全員が参
加。練習で頑張った事を試合にだせるよう指導者・保護
者が協力して団員をサポートしています。
子どもたちの、ボールを追いかける輝いた瞳、大きな

声で仲間を励ます姿は頼もしくイキイキとしています。
特に冬場の雨や雪や風など厳しい気象条件の中でもサッ
カーに集中しグランドを駆け回る子どもたちは、サッカ
ーを通じて色々なことを学び大きく成長しているようで
す。「汗」「すり傷」「仲間とのケンカ」「試合に負けた悔
しさ」「勝った喜び」など、その全てをよき経験として将
来に生かしてもらいたいと思っています。

父母の会会長　梶尾　哲也

─ 脇本サッカースポーツ少年団 ─

市制施行市制施行5050周年記念植樹祭　参加者募集！周年記念植樹祭　参加者募集！
出水地区２市４町の植樹祭が次の通り開催されます。
阿久根市では、この行事と併せて『市制施行50周年記念事業植樹祭』を計画いたしました。
地球温暖化防止など環境対策の一環として、多くの市民の皆さまの参加をお願いします。
なお、準備等（苗木）の都合もありますので、お早めにお申込みください。（電話でも可）

◇植樹祭期日　　２月２０日（木）
会場　　番所丘公園

◇申込み締切　　１月３１日（金）

※申込み・お問い合わせ先
市役所農政課　林政係

1７３－１２１１（内線１１３２）


